
11月７日から１０日までの４日間、見学旅行へ行ってきました。１日目は鳥取砂丘に行き、
砂まみれになりながらも自然の驚異を実感し、２日目は皆の幸せを願いながら出雲大社へ行っ
た後、世界遺産の石見銀山を訪れました。3日目は、広島で平和記念公園を訪れ、原爆の悲惨
さを学び、平和の大切さを改めて実感しました。自主研修では広島の食文化などに触れながら、
繁栄する広島の姿にも触れることができました。2年生の大谷祥永さん（上春別中出身）は
「初めて行くところばか
りでしたが、北海道とは
違った自然や歴史的な建
物など見ることができて
勉強になりました。また、
自主研修では、広島のお
いしいものを沢山食べた
り、自分たちで考えなが
ら行動し、団結力も深ま
ったと思います。」と語
ってくれました。
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サッカー部東北海道大会出場農業クラブ全国大会
～燃える情熱火の国に集い 今咲かそう 農クの華～

10月24日（火）～26日（木）に熊本県で開
催された、第74回日本学校農業クラブ全国大会
に、酪農経営科1年佐々木優羽さん（上春別中
出身）が、農業鑑定競技会分野畜産に出場しま
した。大会に参加した佐々木さんは「初めての
九州ということもあり、サツマイモ畑や水田な
ど、別海とは全く違う景色に驚きでいっぱいで
す。また、会場の熊本県立農業高校は、校舎や
庭がとても立派で圧倒されました。クラブ員の
あたたかいおもてなしも嬉しかったです。来年
は、もっとたくさんの人が出場できたらと思う
ので、今回の経験をみんなに伝えて別海高校農
業クラブを盛り上げたいと思います。」と大会
を振り返ってくれま
した。
次年度以降の大会

も上位大会出場を目
指して、酪農経営科
全体で頑張って
行きたいと思います。

砂丘を疾走し、神様に出会い、平和を学ぶ
見学旅行～中国地方に行ってきました。

９月２３日（土）２４日（日）に中標津で高校
サッカー新人大会釧路・根室予選が行われました。
別海高校は武修館、釧路明輝、釧路高等専門と予
選リーグを戦いなんとか突破しました。その結果
から東北海道大会に出場する機会を得て、１１月
３日（金）４日（土）に中標津で行われた新人戦
東北海道大会に出場してきました。主将の福井結
斗くん（中央中出身）は「東北海道大会は負けて
しまったが、強豪高と試合ができて自分もチーム
もとてもいい経験となりました。」と答えてくれ
ました。これからも別海高校サッカー部をよろし
くお願いいたします！！

広島・平和記念公園にて
平和の大切さを学びました。

世界遺産・宮島の厳島神社にて


